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2.8.6 地盤反力係数の計算 
 

直接基礎の根入れ部分による荷重分担およびフーチングの剛性照査に用いる地盤反力

係数は、次式によって求めます。 

 

(1)鉛直方向地盤反力係数 
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ここに、 

ｋV 鉛直方向地盤反力係数 (kN/m3 , tf/m3) 

ｋVO 直径0.3mの剛体円板による平板載荷試験の値に相当する鉛

直方向地盤反力係数。 

(kN/m3 , tf/m3) 

ＥO 地盤の変形係数 (kN/m2 , tf/m2) 

α 地盤反力係数の推定に用いる係数  

ＢV 基礎の換算載荷幅 (m) 

ＡV 鉛直方向の載荷面積 (m2) 

 

(2)水平方向地盤反力係数 
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ここに、 

ｋH 水平方向地盤反力係数 (kN/m3 , tf/m3) 

ｋHO 直径0.3mの剛体円板による平板載荷試験の値に相当する水

平方向地盤反力係数。 

(kN/m3 , tf/m3) 

ＥO 地盤の変形係数 (kN/m2 , tf/m2) 

α 地盤反力係数の推定に用いる係数  

ＢH 荷重作用方向に直交する基礎の換算載荷幅 (m) 

ＡH 荷重作用方向に直交する基礎の載荷面積 (m2) 

 

(3)水平方向せん断地盤反力係数 

VS kk l=  

ここに、 

ｋS 水平方向せん断地盤反力係数 (kN/m3 , tf/m3) 

λ 鉛直方向地盤反力係数に対する水平方向地盤反力係数の

比でλ=1/3～1/4とする。 

 

ｋV 鉛直方向地盤反力係数 (kN/m3 , tf/m3) 
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変形係数ＥOとα 

 

次表より求めます。 

 

地盤反力係数の推定に用いる係数α 
変形係数ＥOの推定方法 

常時 地震時 

直径0.3mの剛体円板による平板載荷試験

の繰返し曲線から求めた変形係数の1/2 
１ ２ 

孔内水平載荷試験で測定した変形係数 ４ ８ 

供試体の一軸圧縮試験又は三軸圧縮試

験から求めた変形係数 
４ ８ 

標準貫入試験のＮ値よりＥO=2800Ｎで推定

した変形係数 
１ ２ 
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3.2.2.8.6 [応答塑性率の照査] ダイアログ ボックス 

 
 

応答塑性率および残留変位に対する照査結果を表示します。 

応答塑性率は、基礎の応答塑性率と基礎の応答塑性率の制限値の目安を比較し、基礎の

応答塑性率が杭基礎の基礎の応答塑性率の制限値の目安以下となるかを判定します。 

基礎の応答塑性率が、基礎の応答塑性率の制限値の目安を越えた場合は、赤色地でＯＵ

Ｔを表示します。 

 

残留変位は、残留変位と許容残留変位を比較し、残留変位が許容残留変位以下となるか

を判定します。 

残留変位が、許容残留変位を越えた場合は、赤色地でＯＵＴを表示します。 

残留変位の照査は、杭基礎の計算（レベル２地震動）のオプションで、「応答塑性率計算時

に残留変位の照査を行う」をチェックしていない場合は照査しません。 

 

 

3.2.2.8.7 [曲げモーメント－水平地盤反力度図] ダイアログ ボックス 

 
 

杭体の曲げモーメント／せん断力と杭体の降伏曲げモーメント図を左側に表示します。 

降伏曲げモーメントを超える部材は緑色で、終局曲げモーメントを越える部材は赤色で表

示します。 

 

水平地盤反力度と水平地盤反力度の上限値図は右側に表示します。 

杭基礎の計算（レベル２地震動）のオプションで、「底版前面地盤の水平抵抗を考慮する」

をチェックした場合は、底版前面地盤の水平抵抗部分が杭頭より上面に表示されます。 
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曲げ／せん断力表示... ボタン 

各深さの曲げモーメントとせん断力の値の表示ダイアログ ボックスを表示します。 

 

 

 

[曲げモーメント／せん断力] ダイアログ ボックス 

 
 

各深さ位置の、杭体の曲げモーメントおよびせん断力値を表示します。 

 

クリップボードにコピー ボタン 

表の内容（深さ、曲げモーメント、せん断力などの値）をWindowsのクリップボードにコピ

ーします。 

ExcelやWordを開き、貼り付けを行うと、その内容を貼り付けることができます。 
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3.13.1.5 滑動、転倒照査時の作用力 

 
 

過載荷重の載荷方法 

滑動と転倒の照査に用いる作用力（鉛直力ＶとモーメントＭ）中の、過載荷重分による

作用力の取扱いを、“無視/考慮時で比較”、“常に考慮”、“常に無視”から指定しま

す。 

“無視/考慮時で比較”を指定した場合は、過載荷重を考慮した場合の作用力と無視

した場合の作用力の両方で照査を行い、照査結果としては厳しい方を採用します。 

“常に考慮”、“常に無視”はそれぞれ、指定の条件のみの作用力で照査を行います。 

※“常に考慮”を指定した場合でも、過載荷重が０の場合や上部工活荷重反力との関

係で上部工活荷重反力が未割当ての荷重ケースの場合は考慮されません。 

 

土圧力の再計算を行う 

過載荷重を無視することによる影響を考慮して、土圧を再計算させる場合はチェックし

ます。 

過載荷重を無視することで、モーメントのバランスが変わり、土圧の考慮方法によって

は、土圧の状態が異なる場合（主働土圧が受働土圧に変わるなど）があります。 

ここでは、再計算で整合性を取るか、単純に過載荷重分を差し引くだけかを指定しま

す。 

 

 

 

3.13.1.6 突起の設置方向 

 
 

底版下面に突起を考慮した計算を行うかどうかと、設置方向を指定します。 
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“突起なし”、“橋軸方向”、“直角方向”から指定します。 

“突起なし”を指定した場合は、突起は設置しません。 

 

 

 

3.13.1.7 照査項目 

 
 

安定計算の照査項目を指定します。 

以下の項目について、照査を行うかどうかを、橋軸方向と橋軸直角方向についてそれぞれ

指定します。 

 

転倒に対する照査 

滑動に対する照査 

地盤反力度に対する照査 

極限支持力に対する照査 

 

照査しない項目については、満足するかどうかの判定を行いませんので、安定計算結果の

表示では“－”で表示されます。 

 

※地盤反力度に対する照査は、「照査しない」とした場合でも、フーチングの設計で地盤反

力度が必要になるため、地盤反力度を求めます。 
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3.13.1.8 その他のオプション 

 
 

その他のオプションを指定します。 

 

地震時の斜面傾斜角の補正を行う 

斜面傾斜角 βに、地震時水平震度を考慮した斜面傾斜角を用いる場合はチェックし

ます。 

傾斜角がない場合（β＝０度）には補正は行いません。 

斜面が無い場合は設定できません。 

 

根入れ効果に対する割増を行う 

極限支持力を道路橋示方書による方法で計算する場合の、根入れ効果に対す

る割増しを行う場合はチェックします。 

割増しを行わない場合は割増係数κ＝１として計算します。 

極限支持力を他の方法で計算する場合にはこの設定は関係ありません。 

 

根入れ部分の荷重分担を行う 

根入れ部分の荷重分担を行う場合はチェックします。 

荷重分担を行う場合は、地盤データの設定で、地盤反力係数を設定します。 

 

有効載荷面積に計算直角方向偏心を考慮する 

滑動照査や極限支持力を計算する場合に使用する有効載荷面積の計算に、計

算直角方向の偏心を考慮する場合はチェックします。 

計算直角方向の作用力を考慮する場合は、計算直角方向の荷重の偏心を考慮

した奥行き方向の底版幅（Ｌ‘）を用いて計算を行います。 

 

死荷重時の浮力を考慮する 

死荷重時の作用力計算に、浮力を考慮する場合はチェックします。 

浮力を考慮する場合は、計算ケースが常時の場合は常時の水位で、地震時の場合は

地震時の水位を用いて計算した浮力を考慮します。 

※水位無視時では浮力は考慮しません。 

※常時と地震時の区分は、慣性力があるかどうかで判定します。 

 

死荷重時の土圧作用力に過載荷重を考慮する 

死荷重時の土圧による作用力を計算する場合に、過載荷重を考慮する場合はチェッ

クします。 
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死荷重時の土圧は、常時土圧として計算しますので、その時の過載荷重による土圧を

考慮するかどうかを指定します。 
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3.13.3 直接基礎の地盤データ 
 

安定計算に用いる地盤データを設定します。 

 

極限支持力度の計算方法によって、設定 ダイアログ ボックスが異なります。 

 

道路橋示方書（平成８年１２月以前）または日本道路公団設計要領第二集（昭和５５年） 

 

 
水平地盤の場合 

 

 
斜面の場合 

 

支持地盤の内部摩擦角 φ 

支持地盤の内部摩擦角を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

支持地盤の粘着力 Ｃ 

支持地盤の粘着力を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

地盤と基礎底面の摩擦係数 tanφB 

地盤と基礎底面の摩擦係数を設定します。 

基礎の底面部分に作用する地盤定数で、滑動に対する安定照査に使用しま

す。 

 

基礎底面の粘着力 ＣB 
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基礎底面の粘着力を設定します。 

基礎の底面部分に作用する地盤定数で、滑動に対する安定照査に使用しま

す。 

 

表層土への根入れ深さ Ｈ1 

表層土への根入れ深さを設定します。 

極限支持力の上載土による荷重強度の計算に使用します。 

 

支持層への根入れ深さ Ｈ2 

支持層への根入れ深さを設定します。 

極限支持力の上載土による荷重強度の計算と、根入れ部分による荷重分担の

計算に使用します。 

 

斜面の傾斜角 β 

斜面の傾斜角を設定します。傾斜角は、水平面からの降角で設定します。 

極限支持力度の照査に使用します。 

※水平地盤の場合は設定できません。 

※傾斜角を０とした場合は水平地盤の計算となります。 

 

斜面上の前面余裕幅 ｂ 

斜面上の前面余裕幅を設定します。 

フーチング前面から、フーチング下面位置を水平に伸ばした時に斜面と交差す

るまでの距離を設定します。 

極限支持力度の照査に使用します。 

※水平地盤の場合は設定できません。 

 

地盤反力係数の設定... ボタン 

地盤反力係数の設定方法 ダイアログ ボックスを表示します。 

 

 

※道路橋示方書の場合は水平地盤のみとなります。 
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道路橋示方書（平成１４年３月） 

 

 
 

支持地盤の内部摩擦角 φ 

支持地盤の内部摩擦角を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

支持地盤の粘着力 Ｃ 

支持地盤の粘着力を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

地盤と基礎底面の摩擦係数 tanφB 

地盤と基礎底面の摩擦係数を設定します。 

基礎の底面部分に作用する地盤定数で、滑動に対する安定照査に使用しま

す。 

 

基礎底面の粘着力 ＣB 

基礎底面の粘着力を設定します。 

基礎の底面部分に作用する地盤定数で、滑動に対する安定照査に使用しま

す。 

 

基礎の寸法効果の程度を表す係数 λ、υ、μ 

基礎の寸法効果の程度を表す係数を設定します。 

“-1/3とする”または“入力する”から指定します。 

“入力する”とを指定した場合は、係数λ、υ、μの入力枠が有効になります。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

基礎の粘着力の基準値 Ｃo 

基礎の粘着力の基準値を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

上載荷重の補正の基準値 ｑo 

上載荷重の補正の基準値を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 
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表層土への根入れ深さ Ｈ1 

表層土への根入れ深さを設定します。 

極限支持力の上載土による荷重強度の計算に使用します。 

 

支持層への根入れ深さ Ｈ2 

支持層への根入れ深さを設定します。 

極限支持力の上載土による荷重強度の計算と、根入れ部分による荷重分担の

計算に使用します。 

 

地盤反力係数の設定... ボタン 

地盤反力係数の設定方法 ダイアログ ボックスを表示します。 
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日本道路公団設計要領第二集（平成２年/平成９年） 

 

 
水平地盤の場合 

 

 
斜面の場合 

 
支持地盤の内部摩擦角 φ 

支持地盤の内部摩擦角を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

支持地盤の粘着力 Ｃ 

支持地盤の粘着力を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

地盤と基礎底面の摩擦係数 tanφB 

地盤と基礎底面の摩擦係数を設定します。 

基礎の底面部分に作用する地盤定数で、滑動に対する安定照査に使用しま

す。 

 

基礎の寸法効果に対する補正係数 λ 

基礎の寸法効果に対する補正係数を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 
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基礎の寸法効果に対する補正係数 μ 

基礎の寸法効果に対する補正係数を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

基礎の粘着力の基準値 Ｃo 

基礎の粘着力の基準値を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

基礎幅の補正の基準値 Ｂo 

基礎幅の補正の基準値を設定します。 

極限支持力の照査に使用します。 

 

表層土への根入れ深さ Ｈ1 

表層土への根入れ深さを設定します。 

極限支持力の上載土による荷重強度の計算に使用します。 

 

支持層への根入れ深さ Ｈ2 

支持層への根入れ深さを設定します。 

極限支持力の上載土による荷重強度の計算と、根入れ部分による荷重分担の

計算に使用します。 

 

斜面上の前面余裕幅 ｂ 

斜面上の前面余裕幅を設定します。 

フーチング前面から、フーチング下面位置を水平に伸ばした時に斜面と交差す

るまでの距離を設定します。 

極限支持力度の照査に使用します。 

※水平地盤の場合は設定できません。 

 

地盤反力係数の設定... ボタン 

地盤反力係数の設定方法 ダイアログ ボックスを表示します。 
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地盤反力係数の設定方法 ダイアログ ボックス 

 
 

地盤反力係数の設定方法を指定します。 

根入れ部分の荷重分担を行う場合に設定が必要です。 

 

α・Ｅoから計算 

地盤の変形係数Ｅoから地盤反力係数を求めます。 

詳細ボタンをクリックすると、地盤の変形係数の設定ダイアログ ボックスを表示します。 

 

入力する 

地盤反力係数を直接入力します。 

詳細ボタンをクリックすると、地盤反力係数の設定ダイアログ ボックスを表示します。 

 

詳細... ボタン 

地盤の変形係数または地盤の変形係数の設定ダイアログ ボックスを表示します。 

いずれを表示するかは、上述の指定によります。 

 

 

 

地盤反力係数計算用データ ダイアログ ボックス 

 
 

地盤反力係数の計算に用いる諸データを設定します。 

 

変形係数Ｅoの試験方法 

変形係数Ｅoの試験方法を、“平板載荷試験の繰返し曲線から求めた変形係数”、“ボ

ーリング孔内で測定した変形係数”、“一軸または三軸圧縮試験から求めた変形係数”、

“標準貫入試験のＮ値で推定した変形係数”から指定します。 

“標準貫入試験のＮ値で推定した変形係数”を指定した場合は、「Ｅo計算...」ボタンが

有効になります。 
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詳細... ボタン 

水平方向地盤反力係数の計算に用いる載荷面積の設定方法を指定します。 

このボタンをクリックすると、荷重作用方向に直交する基礎の載荷面積の設定方法

ダイアログ ボックスを表示します。 

※フーチングの剛性照査に用いる地盤反力係数の場合は、水平方向地盤反力係

数は用いないため表示されません。 

 

Ｅo計算... ボタン 

地盤の変形係数Ｅoを計算するためのＮ値を設定します。 

このボタンをクリックすると、Ｎ値の設定ダイアログ ボックスを表示します。設定され

たＮ値から求めた地盤の変形係数Ｅoが計算値として設定されます。 

※“標準貫入試験のＮ値で推定した変形係数”を指定した場合に有効となります。 

 

変形係数Ｅo 

変形係数Ｅoを設定します。 

 

λの設定方法 

水平方向せん断地盤反力係数の計算に用いる係数λを、“λ=1/3”、“λ=1/4”、“入

力する”から指定します。 

“入力する”を指定した場合は、λの入力枠が有効になり、λの値を直接入力すること

ができます。 

 

λ 

λを設定します。 

 

※フーチングの剛性照査に用いる地盤反力係数の場合は、水平方向せん断地盤反

力係数は用いないため無効となります。 

 

 

 

Ｎ値の設定 ダイアログ ボックス 

 
 

地盤の変形係数Ｅoの計算に用いるＮ値を指定します。 

入力したＮ値から地盤の変形係数Ｅoを計算し、現在値に代入されます。 
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荷重作用方向に直交する基礎の載荷面積の設定方法 ダイアログ ボックス 

 
 

水平方向地盤反力係数ＫHの計算に用いる、荷重作用方向に直交する基礎の載荷面積Ａ

Hの設定方法を設定します。 

 

フーチング全面積 

常にフーチング全面積をＡHとします。 

ここでの全面積とは、荷重作用方向から見た平面積です。 

 

土被り高部分のみ 

土被り部分の面積のみ考慮します。 

この場合、フーチング下面からの土被り高Ｈdの入力枠が有効となります。 

 

Ｈd 

フーチング下面からの土被り高を指定します。 

Ｈdがフーチング天端を越える場合は、フーチング天端までが有効となります。 

 

 

 
地盤反力係数の設定 ダイアログ ボックス 

 
 
入力する場合の、地盤反力係数を設定します。 

根入れ部分の荷重分担を行う場合に設定が必要です。 

 

設定方法 

地盤反力係数の設定方法を、“常時と地震時は同じ”、“地震時は常時のＸ倍”、“常時

と地震時を入力”から指定します 

“地震時は常時のＸ倍”を指定した場合は、Ｘの設定が有効になります。 

“”常時と地震時を入力“を指定した場合は、地震時の設定項目が有効になります。 
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Ｘ 

地震時の常時に対する倍率を設定します。 

“地震時は常時のＸ倍”を指定した場合に有効となります。 

 

鉛直方向地盤反力係数 KV 

鉛直方向地盤反力係数を設定します。 

※フーチングの剛性照査で、“直接基礎の値を使用する”を指定した場合には、この

設定値を参照します。 

 

水平方向地盤反力係数（橋軸） KH 

橋軸方向の水平方向地盤反力係数を設定します。 

 

水平方向地盤反力係数（直角） KH 

橋軸直角方向の水平方向地盤反力係数を設定します。 

 

水平方向せん断地盤反力係数 KS 

水平方向せん断地盤反力係数を設定します。 
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3.18 フーチングの剛性照査 
 

3.18.1 オプション 
 

 
 

フーチング平均厚さの計算方法 

フーチングの平均厚さの計算方法を“[(全高)+(先端高)]/2”または“体積を底面積で

割る”から指定します。 

テーパー高が無い場合は、どちらを指定しても同じ値となります。 

 

 

 

3.18.2 鉛直方向地盤反力係数 
 

 
 

直接基礎の場合の鉛直方向地盤反力係数を設定します。 

杭基礎の場合は杭の軸方向地盤反力係数を参照しますので設定する必要はありません。 

 

直接基礎の値を使用する 

直接基礎の安定計算で設定した鉛直方向地盤反力係数

HIDD_DLG_DIRECT_SPRINGを参照する場合はチェックします。 

直接基礎の値を使用する場合は、Ｋvの入力はできません。 

直接基礎の安定計算オプションで根入れ部分の荷重分担を行なわない場合は無効

となっています。 

※「詳細」ボタンは無効となります。 

 

地盤の変形係数から求める 

地盤反力係数を、地盤の変形係数から求めます。 

詳細ボタンをクリックすると、地盤の変形係数の設定ダイアログ ボックスを表示します。 

 

入力する 

地盤反力係数を直接入力します。 

詳細ボタンをクリックすると、地盤反力係数の設定ダイアログ ボックスを表示します。 

 

詳細... ボタン 
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地盤の変形係数または地盤反力係数の設定ダイアログ ボックスを表示します。 

いずれを表示するかは、上述の指定によります。 

 

 

地盤反力係数計算用データ ダイアログ ボックス 

 
 

地盤反力係数の計算に用いる諸データを設定します。 

 

変形係数Ｅoの試験方法 

変形係数Ｅoの試験方法を、“平板載荷試験の繰返し曲線から求めた変形係数”、“ボ

ーリング孔内で測定した変形係数”、“一軸または三軸圧縮試験から求めた変形係数”、

“標準貫入試験のＮ値で推定した変形係数”から指定します。 

“標準貫入試験のＮ値で推定した変形係数”を指定した場合は、「Ｅo計算...」ボタンが

有効になります。 

 

詳細... ボタン 

水平方向地盤反力係数の計算に用いる載荷面積の設定方法を指定します。 

このボタンをクリックすると、荷重作用方向に直交する基礎の載荷面積の設定方法

ダイアログ ボックスを表示します。 

※フーチングの剛性照査に用いる地盤反力係数の場合は、水平方向地盤反力係

数は用いないため表示されません。 

 

Ｅo計算... ボタン 

地盤の変形係数Ｅoを計算するためのＮ値を設定します。 

このボタンをクリックすると、Ｎ値の設定ダイアログ ボックスを表示します。設定され

たＮ値から求めた地盤の変形係数Ｅoが計算値として設定されます。 

※“標準貫入試験のＮ値で推定した変形係数”を指定した場合に有効となります。 

 

変形係数Ｅo 

変形係数Ｅoを設定します。 

 

λの設定方法 

水平方向せん断地盤反力係数の計算に用いる係数λを、“λ=1/3”、“λ=1/4”、“入

力する”から指定します。 

“入力する”を指定した場合は、λの入力枠が有効になり、λの値を直接入力すること
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ができます。 

 

λ 

λを設定します。 

 

※フーチングの剛性照査に用いる地盤反力係数の場合は、水平方向せん断地盤反

力係数は用いないため無効となります。 

 

 

 

Ｎ値の設定 ダイアログ ボックス 

 
 

地盤の変形係数Ｅoの計算に用いるＮ値を指定します。 

入力したＮ値から地盤の変形係数Ｅoを計算し、現在値に代入されます。 

 

 

 

鉛直方向地盤反力係数 設定ダイアログ ボックス 

 
 

直接基礎の場合の鉛直方向地盤反力係数を設定します。 

 

Ｋv 

直接基礎の鉛直方向地盤反力係数を設定します。 
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3.18.3 計算実行 
 

 
 

フーチングの剛性照査を実行します。 

 

照査結果を第３ペインに表示し、判定結果に“OK”または“OUT”を表示します。 

 

※計算を実行する前に、先に安定計算を終了している必要があります。 

 

 


